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教職支援センターでは卒業生や在学生に向けて様々な形で交流を行っています。それぞれの交流に参加

された卒業生や在学生の思いをさらに交流につなげるため今回、ネット配信による通信を発行することに

しました。当面は季刊か月刊を目指します。みなさんからの熱い思いや、日頃考えていることなどをお寄せ

いただけると紙面に活かすことができます。 

どうぞご期待ください。 

今回は「こくばんの会」「支援交流会」に寄せられた感想を紹介します。 

教職支援交流会とは・・・ 

卒業生の話を聞いて、卒業生同士が交流し、支え合

い、励まし合う会です。今年は鹿児島・鶴岡・盛岡・

いわき・岡山・松坂・新潟・甲府・都留・石川・町田・三

島・浜松・文京区などで交流会を開いてきました。

開催地の近隣にお住いの卒業生に呼びかけのメー

ルを送ります。 

こくばんの会とは・・・・授業の様子をその時の板

書の写真を使って報告し、参加者から意見をもらうというすべてオンラインの取り組みです。月に 1 回開催

しています。「どうしてそこに絵を描いたの？」という質問や、「授業の流れがよく見える板書ですね」など感

想が交わされます。全国どこからでも参加できます。 

次回の「こくばんの会」12月 7日 10時～12時    

先日は教職支援交流会に参加させていただきありがとう

ございました。みなさんの悩みを聞いたり質問したりする

なかでみんなそれぞれ仕事をするなかで様々なことがあり

悩んでいるんだということが分かりほっとしました。 

これからもこの繋がりを大切にしていけたらと思います。 

改めてありがとうございました。 

 

 

こくばんの会に参加しました。先生方の授業

のねらいや工夫が一目でわかる実践で非常

に勉強になりました。私は小規模校に勤務し

ているので、これからも子どものつぶやきを

たくさん拾い、広がりのある授業をしていきた

いです。また、異学年の交流を積極的に増や

していきたいと思いました。ありがとうござい

ました！ 

 

校種や学年、教科の枠をこえてたくさんの

意見交流ができました。授業実践、学級経

営、生徒指導等に関わる情報交換に限ら

ず、日常的な悩みを打ち明けたり、他愛の

ない話題で盛り上がったりと、ストレスにさ

らされがちな教員にとって心が和む貴重

な時間になりました。同業種だからこそ深

く共感し合い、あたたかい言葉かけができ

たのだと思います。 

また頑張ろうと前向きにさせてくれる 1 日

でした。ありがとうございました。 

 



4年生も参加しています 

このほかの取り組み 

教職実践研究会とは・・・・・ 

8月はじめのころの土日に大学で研究会をしています。 

卒業して 10 年目くらいまでの卒業生に集まっていただき、

実践（クラスづくりや授業づくりなど）の報告をもとに交流します。今年は 8 月 10 日（土）11 日（日）に小

学校（低学年・中学年・高学年）分科会、中学高校分科会、特別支援教育分科会に分かれ 10 本の報告に学

びました。また、研究者の講演を聞き、教室での実践の参考にしました。卒業生たちの新鮮なまなざしや失

敗談には学ぶところがとてもたくさんあります。 

 

個別相談とは・・・・・ 

学校で働き始めると小さな悩みが出てくるものです。職場で質問したくてもなかなかできない・・。という

ことがあるかもしれません。お気軽に教職支援センター２に相談の電話・メールを送ってください。個別に

相談に乗ります。 

 

 

 

 

🗻富士山に初冠雪！11月 6日とは・・・それでも山梨にも冬が近づいています🗻 

 

  

校種や教科などを越えてお話を

聞くことが出来て新鮮でした。 

先輩方のお話をお聞きしたり

様々な工夫も知ったりと、授業

や生徒との接し方で活かそうと

思える部分がたくさんありまし

た。日常のなかの小さな笑いな

どの共有もあって、自分も頑張

ろうという活力になりました。次

回も是非参加したいです。 

 

来年度から山梨県で教員を始めるにあたり、それぞ

れの学校の特色がある中で試行錯誤しながら取り組

んでいる現場の、リアルな声を聞くことができました。

先生方が取り組んだ活動を紹介していただき検討し

合ったことで、やってみたいという活動にも出会うこと

ができました。いただいたアドバイスを胸に、来年か

らの教員生活のために備えていきたいと思います。 

 

次回の支援交流会は大宮です。東武

線・京浜東北線・湘南新宿ライン・宇都宮線も乗

り入れています。 

11月 17日（日） 

13:30～１５：３０ 

大宮での支援交流会 

大宮では初めての開催になります。 

 

 

お問い合わせは下記の連絡先へ 

教職支援センター２ 

Mail address  

阿部真一 shinichi-abe@tsuru.ac.jp 

藤田康郎 y-fujita@tsuru.ac.jp 
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